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centrifugal BF shiftという。 
本研究の目的はヒゲコウモリの脳内でフィードバック信号が使われているcentrifugal BF shift
を説明するために解剖学的、生理学的に妥当なニューラルネットワークモデルを構築し、計算機
シミュレーションを行うことで、その神経機構を明らかにすることである。またもうひとつの目
的として、centrifugal BF shiftのエコーロケーションにおける機能的役割を明らかにすること
である。 
本研究で用いたニューラルネットワークモデルは蝸牛、IC層、DSCF野の3層で構成されている。 
このモデルによってIC層のニューロンで起こる様々な最適周波数(BF)シフトを示した。これらは
DSCF野とIC層とのON中心OFF周辺型の結合とDSCF野内の側方抑制の変化によるフィードバック信
号により生じることが分かった。また、注意信号を用いて背景信号に埋もれた昆虫の小さな信号
を分離するモデルを提示した。その中で、centrifugal BF shiftがIC層に対して、背景信号に対
する応答を適切に弱め、また、小さな昆虫の信号に対する感度を高めるという機能的役割を果た
していることがわかった。 
 
 
